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保
守
的
反
濁
占
理
論
に
劃
す
る
小
論

ー

l
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〉
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の
所
設
を
中
心
と
し
て
1
i
l

七六亙四三二一

は
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が
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第
一
部
要
約
|
祉
曾
思
想
概
設
と
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
品
刻

第
二
部
要
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1
ア
メ
リ
カ
一
一
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ム
の
形
成
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謹
と
そ
の
特
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三
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約
ー
濁
出
資
態
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と
そ
の
作
用
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四
部
要
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歴
史
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宿
命
論
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米
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へ
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適
用

保
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反
濁
占
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の
理
論
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矛
盾

保
守
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反
調
占
論
。
社
曾
的
役
割

なし業
かた」か
っ米司っ
た同色て
。に H は
も阜舌丈
、z謹
襲l長
主主主

lif 
'ft;己繁
則 d 土
は::::を
「昼も
少川町ペコ

外巴て
のp.任
原 F じ
理>)宮

~ ---; 
を司自
民主由
え解企

保
守
的
反
輔
占
理
論
に
劃
す
る
小
論

士
口

津

楽

窺

資
本
主
義
致
展
の
必
然
的
段
階
に
し
て
、
不
可
避
の
病
患
た
る
調
占
経

済
は
、
際
原
の
火
の
如
く
蔓
延
し
、
米
圏
全
土
は
そ
の
嵐
の
中
に
浅
し
、

こ
れ
が
た
め
社
曾
、
経
済
、
文
也
等
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
は
猫
占
組
静
の
害

患
に
浸
蝕
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
米
関
内
は
朝
野
を
翠
げ
て
猫
占
前
苧
の
渦
中
に
渋
入

し
て
い
っ
た
。

調
占
に
嗣
到
す
る
米
闘
思
想
界
の
動
向
は
、
調
占
の
宜
主
賓
を
認
め
ざ
る
少

激
論
者
を
除
け
ば
、
濁
占
存
在
の
事
貨
を
認
め
る
保
守
涯
、
準
歩
淑
の
一
一

波
に
大
別
で
き
る
。

進
歩
波
一
は
濁
占
の
現
象
古
人
間
意
議
と
無
関
係
に
経
済
世
曾
に
内
在
す

る
壮
曾
的
合
法
則
性
の
必
然
的
産
物
で
あ
る
と
解
す
る
。
こ
れ
に
針
し
、

保
守
波
は
、
か
か
る
祉
脅
的
謹
繋
や
歴
史
的
動
向
を
、
社
曾
を
清
成
す
る

個
人
の
{
能
動
的
意
識
」
に
よ
り
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
引
。
し
た

博
士
十
六
愈

~ ノ、

事

就



保
守
的
反
凋
占
理
請
に
封
す
る
小
論

が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
彼
等
の
結
論
は
、
濁
占
経
演
の
排
除
と
自
由
主
義
経

済
へ
の
復
問
の
可
鶴
性
を
信
じ
、
こ
の
よ
う
な
斗
刀
法
に
よ
り
現
有
の
社
曾

経
済
的
差
出
が
除
去
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
こ
に
で
後
者
た
る
保
守
仮
に
属
す
る
著
書
同
〉
耳
岳
山
目
。

E

1

q

t

E
巴

S

Z

C

E

)
を
そ
の
一
例
と
し
て
引
誼
し
、

保
守
的
反
調
占
論
が
一
般
に
い
か
な
る
理
論
内
容
を
持
っ
て
い
る
か
を
検

討
す
る
と
と
も
に
‘
客
観
的
に
い
か
な
る
社
曾
的
役
割
を
果
じ
て
い
る
か

を
探
究
し
て
み
た
い
。

註

ω
ア
ン
刀
、
ク
ロ
ー
ド
「
ア
メ
刀
カ
帝
国
主
義
の
民
的
分
析
」
参
照

ω
H
c
o
o
t
S年
固
ま
で
米
国
内
で
設
行
さ
れ
た
細
占
拾
に
闘
す
る
著

書
群
の
一
部
を
ま
す
と
左
記
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ん
四
一

部
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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国
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4

代
表
的
著
書
唱
と
し
て
は
つ
ず
の
如
き
も
の
で
あ
る
う
。

p
p
F
H
F
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口
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企
図
宮
口
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同
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M
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回
目
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再
E
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同

C
u
-
u
E仔
一
〉
目

2
酬
の
百
円
高
E
E
M
E白
石
凸
日

同
州
来
校
玄
六
「
海
外
の
中
小
企
業
」
名
古
屋
商
工
八
二
嘉
一
照

多F

鵠

回

木
書
は
十
四
章
よ
り
な
り
、
京
ら
に
細
節
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
便
宜
ム
凹
部
に
分
け
て
内
容
が
紹
介
す
る
。
な
お
、
多
く
の
省
略
、
割

愛
、
順
序
の
回
世
更
を
飴
儀
な
く
せ

L
め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
部
は
社
曾
環
境
統
制
円
。
号
。
士
一
同

F
2乙

F
弔問。白
g
g
H
の
試
み

た
る
一
世
曾
思
想
を
、
プ
ラ
ト
ー
よ
り
マ
ル
ク
ス
に
至
る
ま
で
援
辰
史
と
し

て
辿
り
つ
つ
そ
の
概
略
の
荷
崩
と
批
判
を
な
し
、
最
終
の
部
に
お
い
て
は

比
較
的
多
く
の
部
分
が
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
読
明

ι、
そ
の
批
判
に
費
さ
れ



て
い
る
。

伎
に
よ
れ
ば
、
社
曾
讃
境
を
統
制
し
、
社
曾
に
調
和
を
腎
ら
さ
ん
と
す

る
試
み
は
古
代
か
ら
現
代
ま
で
普
遍
的
に
存
在
す
る
思
考
で
あ
り
(
司
E

H

)

、

そ
れ
は
自
然
環
境
を
人
聞
の
意
士
山
に
従
属
利
用
せ
ん
と
し
た
の
と
同
様
な

試
み
で
あ
り
、
社
曾
思
想
援
達
史
主
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
社

曾
環
境
は
自
然
環
境
E
異
り
、
法
則
性
を
接
見
し
、
人
聞
芳
志
に
よ
り
利
用

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
「
我
々
は
枇
曾
現
象
の
継
起
を
支
配
す
る

法
則
の
貸
の
完
全
な
理
解
を
う
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
な
ぜ
な
ら
ば
祉
曾

設
展
の
決
佳
的
要
因
は
自
然
法
則
の
如
く
皐
一
で
は
な
い
。
社
品
開
町
議
展

は

E
四日白色、

34音
色
、

5FFmEE--
害
百
E
R
E
-
4
の
如
き

複
合
要
因

r
よ
り
動
か
さ
れ
、
社
曾
設
展
の
法
則
性
町
一
解
明
と
統
制
は
困

難
で
あ
る
(
℃
凶
口
)
。

こ
こ
で
彼
は
ま
ず
唯
物
塁
割
に
お
い
て
ド
部
構
造
品
社
曾
箆
畏
の
決
定

的
役
割
を
果
す
こ
と
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
ユ
1
ト
ヒ
ア
ン
の
社
曾
思
想
の
読
明
を
試
み
な
が
ら
、
ユ
1
ト

ヒ
ア
ン
が
、
環
境
か
人
間
性
を
決
定
す
る
と
考
え
た
と
と
は
正
し
い
が
、

彼
等
が
歴
史
的
制
闘
を
無
腕
し
、
間
存
枇
曾
E
無
叫
腕
な
耐
曾
を
創
造
す
る

こ
と
に
よ
り
祉
歯
且
問
調
和
と
矛
盾
の
解
決
を
求
め
た
と
と
は
誤
り
で
あ

る。

L
か
し
彼
等
の
多
く
が
支
配
階
瓶
で
あ
る
こ
主
を
考
え
れ
ば
、
そ
の

よ
う
に
超
歴
史
的
解
決
方
法
を
求
め
た
の
も
皆
然
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い

な
旧
日
1
由。)。

こ
の
よ
う
に
祉
曾
思
忠
史
を
跡
づ
け
な
が
ら
主
題
に
入
る
ω

保
守
的
百
件
調
占
理
論
に
到
す
る
小
論

科
聞
理
的
一
昨
曾
思
想
の
創
始
者
と
し
て
O

マ
ル
グ
ス
の
注
目
す
べ
き
黙
に

つ
い
て
弐
の
主
軸
を
事
げ
る
な
匂
)
ロ

一
祉
曾
現
象
の
科
墜
的
解
明
と
刑
品
目
援
展
針
路
を
予
告
し
た
。

二
鰹
済
思
想
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

三
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
有
数
性
に
闘
す
る
政
治
、
経
済
上
の
諭
警
と
闘
宇

を
惹
起
し
た
。

四
理
論
が
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
質
調
し
た
。

五
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
謝
す
る
優
越
性
白
日
ザ
レ
が
資
本
主
義
劉
祉
曾
主
義

聞
で
お
ζ

な
は
れ
、
こ
の
間
ザ
は
将
来
の
陀
凶
作
平
和
白
芸
礎
と
し
て
内

在
し
て
い
る
。

つ
い
で
マ
ル
キ
シ
ス
ム
が
如
何
に
し
て
へ

l
ゲ
ル
緯
詮
法
と
変
捗
し
唯

物
論
ー
と
し
て
轄
侶
し
た
か
を
述
べ
、
そ
の
特
質
を
略
述
し
て
い
る
。
マ
ル

キ
シ
ズ
ム
に
よ
れ
ば
資
本
主
義
一
位
曾
遊
畏
の
動
凶
は
、
一
剰
絵
慣
値
攻

奪
二
生
産
の
無
政
府
性
の
二
つ
の
基
盤
の
上
に
成
立
し
て
い
る
G

具
陸
的
に
い
え
ば
生
産
と
消
費
の
不
均
衡
護
民
が
階
級
分
化
と
劃
立
を

撤
他
せ
し
め
る
こ
し
乙
に
よ
り
、
政
治
草
命
が
必
然
化
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
司
自
)
。

彼
は
こ
の
理
論
を
批
判
し
て
「
多
く
の
人
聞
が
飢
左
貧
窮
に
苦
し
ん
で

い
る
と
き
、
彼
等
枇
曾
主
義
者
(
筆
岩
註
)
は
運
動
蹟
張
の
た
め
の

肥
沃
な
土
地
を
見
出
す
」
(
予
告
)
も
の
で
あ
り
、
マ
ル
キ
シ
ス
ム
に
お

い
て
は
祉
曾
的
矛
盾
を
陸
制
白
根
木
的
鑓
草
に
よ
り
注
せ
ん
主
す
る
の
に

関
し
て
、
米
閣
の
反
ト
ラ
ス
ト
立
法
は
現
存
白
枇
曾
時
制
の
一
中
で
矛
盾
り

第
七
十
六
巻

第

掠

一
六
五

主王



保
守
的
反
潤
占
理
論
に
割
ず
る
小
論

除
去
を
お
こ
な
は
ん
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
ロ
シ
ャ

r
Hい
て
革
命
は
運
行
き
れ
た
が
、
そ
れ
は
特
殊
な

傑
件
の
下
に
お
し
て
お
こ
な
は
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
も
の
と
み

る
三
と
は
で
き
な
い
転
生
)
も
の
で
あ
る
。

西
敵
お
け
る
「
量
よ
り
管
へ
の
鞄
他
」
は
マ
作
キ
シ
ズ
ム
の
予
言
遁
り

お
こ
な
は
れ
て
い
な
い
。
た
ぜ
な
ら
ば
、
そ
v

一
で
は
ロ
シ
ヤ
と
異
り
、
資

木
主
義
の
遊
山
還
が
民
主
政
治
を
創
り
、
モ
れ

rよ
り
反
革
命
心
理
が
成
長

し
、
革
命
以
外
に
解
決
の
迭
を
求
め
き
せ
た
か
ら
で
あ
る
宅
均
)
。

主
た
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
予
言
に
比
し
て
政
治
的
自
国
の
存
在
す
る
L

とこ

ろ
で
は
革
命
的
祉
脅
主
義
は
改
良
主
義
に
特
佑
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
加

え
、
予
言
の
一
つ
で
あ
る
中
産
階
級
の
没
落
は
お
こ
な
は
れ
ず
温
存
さ
れ

る
の
み
か
、
勢
働
者
の
中
産
階
級
化
も
お
こ
な
は
れ
て
い
る
。
米
国

r
お

い
て
も
経
済
的
不
平
等
の
存
在
に
も
拘
ら
ず
、
慮
士
大
陸
開
拓
に
よ
り
培

は
れ
た
同
士
判
の
申
産
階
紋
心
現
が
あ
り
(
匂
色
)
、
米
国
に
お
い
て
は
ウ

オ
ー
ル
街
に
反
到
す
る
こ
k
は
、
決
し
て
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
賛
成
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
な
・
町
1
8
)。

ま
た
マ
ル
キ
γ
。
ス
ム
の
車
一
要
因
論
と
は
反
割
に
祉
曾
議
畏
史
に
お
い

て
文
化
的
、
心
理
的
要
因
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
は
車
に
ア

メ
リ
カ
、
西
欧
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
ロ
シ
ヤ
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
ロ
ジ
ヤ
に
お
い
て
資
本
主
義
的
心
理
は
非
常
に
根
強
〈
抽
出
一
り
、
ロ
シ

ヤ
の
祉
曾
、
z
I

義
政
府
は
こ
の
心
理
を
利
用
し
て

N
E
F
の
特
換
や
工
場

に
お
け
る
差
別
賃
銀
制
の
如
く
上
自
己
の
目
的
を
蓮
せ
ん
と
し
て
し
い
る
。

第
七
十
六
巻

一
六
六

弗
三
盟

ま
た
そ
の
反
面
に
積
々
の
犬
同
心
理
育
成
政
味
が
強
力
に
な
さ
れ
て
い
る

集
悶
良
場
の
如
き
1
こ
と
は
反
刑
曾
主
義
的
心
却
の
根
強
い
存
殺
を
物

語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
回
目
)
。

こ
こ
に
お
い
て
彼
は
マ
ル
キ

y
f
ム
批
判
の
師
綜
と
し
て
、
マ
ル
キ
シ

f
ム
の
質
調
は
政
治
的
自
由
の
な
い
、
貧
窮
に
充
ち
た
特
殊
傑
件
の
刑
曾

下
に
お
い
て
の
み
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
断
言
す
る
ロ
も
し
米
闘
が

冷
戦
に
熱
中
し
計
舎
の
不
均
衡
の
夜
畏
に
無
知
で
い
れ
ば
、
や
が
て
ロ

γ

ヤ
の
世
界
共
産
化
の
子
中
に
陥
る
で
あ
ろ
う
と
警
告
す
る
の
で
あ
る
な

明
日
)
。第

一
一
部
は
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
形
成
過
程
と
、
そ
の
特
異
黙
を
述
べ
、

調
よ
円
と
社
曾
主
義
が
い
か
に
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、

い
か
に
し
て
こ
れ
と
職
ふ
べ
き
で
あ
為
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

マ
ル
キ
シ
f
ム
の
吐
曾
怯
制
の
根
木
…
静
止
草
に
よ
る
刑
曾
的
Z
4清
の
解
決

方
法
に
到
し
て
、
米
闘
の
思
想
的
背
景
を
展
草
す
る
と
、
米
閣
に
お
い
て

は
他
国
と
具
り
、
国
民
の
一
窯
志
区
迫
町
歴
史
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
反
針
に

「
首
目
的
な
歴
史
的
医
力
に
従
崩
す
る
乙
と
な
く
、
意
識
的
な
祉
宵
統
制

に
よ
り
、
平
和
的
、
断
準
的
に
進
化
す
る
方
向
を
辿
っ
て
い
る
と
こ
ゐ
の

善
的
、
経
済
的
要
因
の
剖
目
す
べ
き
患
軌
を
提
供
し
て
い
る
」
(
℃

E
)。
ま
た
「
ア
メ
リ
カ
の
惇
統
を
形
成
す
る
特
殊
な
動
的
要
囚
は

γ
P
I

E
D理
想
王
義
に
彩
色
せ
ら
れ
た
生
活
上
の
賓
用
的
見
解

Z
E
Z



。zFEr-開
拓
精
称
に
よ
り
柑
綬
さ
れ
た
ア

y
r
ロ
、
サ
グ
ゾ
ン
の
混

合
の
成
果
で
あ
る
!
と
結
合
し
て
い
る
」
(
勺
宮

γ

本
園
に
お
け
る
資
本
主
義
の
順
調
な
説
副
院
は
、
多
く
の
自
由
と
苧
等
を

図
民
に
享
受
せ
し
め
た
。
こ
の
た
め
西
猷
諸
図
と
異
り
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
存

繍
の
碁
盤
は
消
失
せ
し
め
ら
れ
た
(
司
印
日
)
ロ

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
は
社
曾
遊
民
円
要
因
は
唯
物
的
一
元
論
と
主
張
す
る

が
、
現
在
の
世
曾
の
間
以
展
要
素
は
前
越
せ
る
如
く
複
合
要
因
に
よ
り
動
か

さ
れ
、
革
命
的
な
合
世
的
な
も
の
で
な
く
、
低
次
よ
り
高
次
へ
の
湘
謹
的

援
展
方
向
を
辿
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
(
℃
日
)
。

西
欧
並
に
米
国
の
努
働
組
合
運
動
は
.
工
ヤ
の
如
き
特
殊
な
快
泥
の

下
に
お
け
る
の
と
は
具
り
、
資
本
主
義
社
曾
の
制
度
内
で
、
品
問
働
宕
の
経

済
的
、
政
治
的
欣
況
を
改
善
せ
ん
と
寸
る
方
向
を
辿
っ
て
い
る
(
℃
匂
)
。

守
ル
キ
シ
ズ
ム
と
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
根
本
的
相
窪
耕
は
、
久
の
如
く

針
立
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

階
級
闘
手
は
宿
命
的
医
力
で
お
こ
な
は
れ
る
社
曾
、
経
済
関
係
の
矛

盾
は
財
産
闘
九
州
の
再
組
織
一
ι
よ
り
解
決
す
る
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
s

人
開
業
志
に
重
要
な
役
割
を
認
め
る
社
台
、
経
済
閥
係
の
矛
居
は
出

曾
闘
採
各
部
の
潮
社
的
改
善
に
よ
り
解
決
す
る
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
(
巴

町∞)一
か
く
し
て
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
の
中
に
は
祉
曾
設
展
の
要
因
を
内
包
す
る

か
ら
、
持
よ
世
に
潤
し
て
矛
盾
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
フ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
に

よ
り
表
さ
れ
昂
ア
メ
リ
カ
エ
ズ
ム
は
、
西
欧
に
お
い
て
萌
芽
を
現
は
し
た

保
守
的
反
制
占
理
論

r
針
す
る
よ
川
前

新
思
想
が
、
米
大
陸
の
開
拓
と
い
う
肥
沃
な
歴
史
的
温
程
の
中
に
順
調
に

設
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
遁
程
に
お
い
て
、
米
図
に
は
西
欧
之
契
り

封
建
的
因
習
は
存
在
せ
ず
、
総
て
が
結
果
に
よ
り
評
債
せ
ら
わ
、
進
歩
一
を

阻
止
す
る
も
の
は
除
去
さ
れ
、
園
民
は
些
か
な
自
由
の
躍
利
の
享
受
と
、

力
一
杯
の
創
煮
を
摂
ふ
こ
と
に
よ
り
宮
と
自
由
を
獲
得
し
、
刑
曾
キ
」
愈
速

に
、
順
調
に
遊
民
せ
し
め
た
(
勺
im∞
)
。
し
た
が
っ
て
米
固
に
お
い
て
は

濯
歩
と
資
木
主
義
、
自
由
企
業
と
宮
正
は
鰭
接
不
離
の
闘
係
に
あ
り
、
こ

の
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
燭
立
直
言
」
の
中
に
よ
く
一
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
前
述
せ
る
如
く
西
欧
の
新
思
想
の

米
大
陸
開
拓
泊
程
に
お
け
る
成
長
の
結
果
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
を

代
表
す
る
も
の
と
い
は
れ
る
]
長
官
E
ロ
の
政
治
哲
阜
は
〈

F
p
a
B阿
1

2
に
よ
れ
ば
「
仮
の
開
申
設
の
大
部
分
は
ア
メ
リ
カ
の
開
拓
精
紳
に
よ
り

柑
足
せ
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ν
ス
自
由
主
義
の
混
合
物
で
あ
る
」

(
司
宰
)
が
、
こ
の
精
一
脚
は
米
関
而
曾
機
構
の
隅
々
に
漫
建
し
て
い
る
。

し
か
し
て
当
ι

吋
-
R
3
5

の
指
摘
す
る
が
如
く
一
産
業
佑
の
準
展
と
共

に
、
渦
占
企
業
の
勃
興
、
そ
の
結
果
た
る
ん
土
般
的
な
財
産
の
反
社
曾
的
使

用
佑
に
よ
り
、

γ
R
O
E
-
E
D理
想
主
義
は
我
々
の
経
済
生
活
の
多
く

の
部
門
に
闘
す
る
具
睦
的
事
項
立
法
伯
さ
れ
る
こ
と
(
筆
者
註

)
iに

開
化
し
て
い
っ
た
」
な
自
)
。

こ
の
よ
う
な
米
国
の
思
想
的
責
ま
ら
み
る
限
り
自
由
企
業
精
帥
こ
そ

米
岡
田
氏
民
の

OEι
呂
町
田
百
円
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
た
い
。

鰹
済
的
幅
四
飢
は
ボ
均
衡
の
現
は
れ
で
あ
る
と
は
い
へ
、
経
済
援
畏
の
齢

第
七
十
六
巻

一
六
七

吐二

第
三
蹴



保
守
的
反
調
占
理
論
に
却
す
る
小
論

地
の
存
す
る
限
り
大
き
な
問
題
で
た
い
と
し
て
も
、
戸
一
O
慌
翫
は
鰹
済
集

中ーとい
I

う
大
き
な
諜
闘
を
米
閣
の
社
南
口
綿
消
生
活
に
凪
え
た
。
と
の
結

呆
、
米
国
の
俸
統
が
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
乙
ろ
に
大
き
な
問
題
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
猫
占
経
済
の
作
用
は
、
「
我
々
の
刷
曾
瑛
読

r劃
す
る
寅
用
主
義

的
態
度
を
弱
め
る
」
、
「
我
々
の
制
脅
環
境
白
煮
識
的
な
民
主
的
統
制
に
劃

す
る
機
曾
を
弱
め
る
」
、
「
作
川
と
反
作
用
強
め
ら
れ
た
経
済
的
医
迫
に

よ
り
常
法
的
方
向
に
ー
ー
の
関
係
争
嬰
他
せ
し
め
る
」

(-dS)
等
々
の

影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
え
つ
な
米
閣
の
停
統
を
破
壊
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
到
し
て
取
ら
れ

た
措
置
が
反
ト
ラ
ス
ト
立
法
で
あ
り
、
彼
等
は
こ
れ

rよ
り
目
由
競
争
経

耐
を
復
活
せ
し
め
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
反
混

占
針
策
を
樹
立
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
決
し
て
自
然
法
則
に
針
し
て
人
間

が
優
時
附
し
た
他
位
を
占
め
た
こ
と
k
、
一
世
宵
法
則
と
を
混
同
し
て
は
な
ら

之
、
。

十
川
ぱ
、
hvか
つ
て
の

F
O
Z
2
3
4
の
考
え
は
二
十
世
紀
の
ユ

1
ト
ヒ
ァ
ン
で
あ

っ
た
。
我
々
は
常
に
歴
史
的
制
耕
か
ら
現
欣
を
眺
め
、
解
決
方
向
を
見
出

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
畠
)
。

こ
の
よ
う
に
思
想
的
萱
苦
辿
り
、
濁
占
と
の
官
民
性
を
指
摘
し
た
彼

が
、
そ
の
解
決
の
方
法
と
し
て
一
式
す
も
の
は
な
ん
で
あ
る
か
。

私
有
財
寵
制
度
は
自
由
主
義
煙
演
の
基
京
的
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の
飢

用
を
防
止
す
る
た
め
に
統
制
し
、
な
お
且
つ
こ
れ
を
社
曾
遊
畏
の
刺
激
的

第

七

十

六

巻

一

ハ

八

第

三

践

一

八

役
割
を
果
す
も
の
と
し
て
残
存
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
り
、
私
利
を
共
同
の

福
祉
に
調
和
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
℃
呂
!
4
口
)
。

し
か
し
反
ト
ラ
ス
ト
立
法
の
如
き
も
糧
々
の
理
由
例
へ
ば
、
資
金
不

足
、
議
曾
り
医
迫
、
一
部
業
者
の
泊
用
除
外
、
立
法
煮
義
の
静
嗣
等
に

よ
り
必
ず
し
も
充
分
な
数
果
を
現
は
し
て
い
な
い
が
、
濁
占
。
放
置
が
マ

ル
グ
ス
の
い
う
が
如
く
枇
曾
主
義
へ
の
道
を
お
し
準
め
る
の
を
阻
止
せ
ん

が
た
め
に
は
、
か
つ
て
の
如
き
自
由
放
任
を
棄
て
て
濁
占
に
到
す
る
統
制

を
彊
く
推
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
他
国
白
先
例
を
見
て

も
明
ら
か
に
必
要
歓
く
べ
か
ら
ざ
る
事
費
で
あ
る
(
勺
E
t
4
凶
)
。

か
〈
て
彼
に
よ
れ
ば
順
調
な
社
宙
遊
俣
の
妨
害
者
と
し
て
の
濁
占
の
排

除
と
抑
医
は
、
米
闘
に
お
い
て
は
、
現
在
。
計
曾
を
根
木
的
に
改
革
す
る

こ
よ
な
く
、
資
本
主
義
の
枠
内
に
お
い
て
民
中
的
立
法
措
置
を
遁
じ
て
お

こ
な
は
れ
、
自
由
主
義
経
済
の
推
進
に
よ
り
、
何
人
の
利
佳
遁
求
、
と
公
共

踊
祉
は
一
致
せ
し
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て
あ
り
し
日
の
調
和
に
輝
く
自
由

主
珪
慢
の
繁
捺
の
日
が
再
来
す
る
が
如
く
考
身
、
ア
メ
リ
カ
ユ
ズ
ム
の
強

調
i
自
由
な
人
間
意
志
の
社
曾
的
役
割
に
よ
り
、
唯
物
一
史
糊
と
針
極
に

立
っ
て
い
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
(
!
日
V
4
日
)
。

四

第
三
部
に
お
い
て
は
濁
占
の
賓
態
と
そ
の
刑
曾
的
影
響
、
並
に
融
制
占
の

手
段
と
型
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

米
園
の
輝
か
し
い
俸
統
が
、
宵
目
の
歴
史
の
手
に
よ
り
、
濁
占
か
ら
杜



脅
主
義
へ
の
泊
四
揮
を
辿
る
L

と
い
う
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
混
ず
る
彼
に
と

っ
て
、
濁
占
は
い
か
な
る
姿
態
を
も
っ
て
映
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。

彼
に
よ
れ
ば
、
濁
占
へ
の
欲
求
は
、
経
済
能
革
、
図
民
経
済
的
利
掛
か

ら
お
こ
な
は
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
阪
牧
民
2
官
と
ム
同
併
門
c
n
E戸

内

HERM
が
投
資
銀
行
の
見
地
か
ら
非
常
に
有
利
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
に

由
来
し
て
レ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
直
接
の
根
援
は
付
誼
第
珪
石
川
の

描
大
、
伺
確
賞
な
利
盆
確
保
を
目
的
と
し
た
も
り
で
あ
る
。
こ
の
必
然

的
な
結
果
は
、
園
出
誕
の
全
産
業
が
一
部
少
数
猫
占
支
問
者
の
手
中
に
握
ら

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
と
主
で
あ
る
(
勺
苫
1
4
5
0

こ
の
猫
占
経
済
の
費
ら
す
作
用
は
、
央
紫
、
不
況
、
寸
前
回
閣
格
伯
、
自
由

競
学
の
妨
害
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
経
節
進
歩
に
よ
り
得
ら
れ
る
豊
富
な
財

貨
と
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
で
あ
っ
て
、
自
由
主
義
経
済
機
構
に
封
す
る
4
i
渉

を
通
じ
て
お
こ
な
は
れ
る
生
霊
制
限
、
統
制
の
非
経
済
性
こ
そ
、
調
占
一
見

回
の
最
惑
の
祉
曾
的
影
響
で
あ
る
。

即
ち
、
白
肉
債
格
機
構
破
壊
の
態
影
響
は
経
済
的
不
平
等
か
生
む
も
の

で
あ
り
、
「
結
局
、
そ
れ
は
一
般
に
経
済
的
ボ
均
衡
O
根
本
原
因
を
一
訴
す
不

適
首
な
所
得
分
配
民
主
宮
古
E
Eロ
を
一
討
す
」
か
ら
で
あ
り
な

4
3、

「
人
震
的
慎
格
の
導
入
に
よ
り
、
間
由
競
李
を
妨
害
し
、
消
費
者
の
恥
買

力
を
制
抽
出
し
、
商
品
の
経
掛
的
有
用
性
を
波
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
具
僅
的
に
は
傍
働
者

2屋
銀
他
の
恒
否
、
生
産
者
の
技
術

的
進
歩
か
ら
京
る
低
債
瓦
伯
の
妨
害
、
消
費
者
に
翻
す
ゐ
高
値
格
の
強

制
、
枚
入
の
不
平
等
を
済
ら
し
、
猫
り
利
盆
を
得
る
の
は
猫
内
支
配
者
の

体
寸
的
度
調
占
理
請
に
謝
す
る
よ
r
諭

み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
亡
濁
占
は
「
青
楼
」
に
は
利
潤
と
投
資
保
護
の
た
め
の

生
涯
制
限
を
高
じ
、
「
間
接
」
に
は
不
平
等
な
政
入
に
よ
る
所
得
の
不
満

首
な
分
間
を
逼
じ
亡
、
生
産
制
限
を
お
こ
な
は
し
め
る
。
こ
の
結
果
、
自

由
経
済
か
ら
採
る
完
全
雇
庸
、
完
全
操
業
を
妨
害
し
て
、
社
曾
hz
不
況
と

危
機
に
追
い
や
る
も
の
で
あ
る
な
ぎ

t
お
)
。
な
ぜ
な
ら
ば
経
済
的
危

機
は
社
曾
革
命
を
惹
起
す
る
L

に
こ
ろ
の
一
つ
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
か
く
て
彼
の
理
論
的
師
結
は
、
現
在
白
祉
曾
に
お
け
る
不
調
和
の
根
煩

は
、
調
占
に
よ
る
資
木
、
主
義
経
済
の
自
由
債
格
機
構
の
破
壊
に
よ
り
招
架

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
あ
る
(
℃
4
0
1

∞凶)
D

つ
い
で
猫
占
の
宜
態
に
つ
い
て

E
E
E伊
丹
巴

E
m
H
s
a
c
m
p
z

耳目
S
H
O『
】

E片
山

2
の
レ
ポ
ー
ト
の
要
約
(
司
自
)
、
さ
ら
に
燭
占
の
壁

際
の
型
と
し
て
凶
J
P
R
H
b且
百
四
・
(
慣
格
指
準
)
出

E
E肉
F
B仲
間
山
室
内
自

(
基
貼
債
務
制
度
)
一
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
な
詔
l
c
g
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
特
別
に
新
し
い
も
の
宇
含
ん
で
は
い
な
い
が
、
比
較
的
詳
細
に
手

の
内
容
が
紹
介
、
説
明
せ
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
吋
E
骨
旨
Z
B
P
E
E
が
自
自
経
済
を
支
持
L
V
反
調
占
的
熊

度
を
表
明
し
な
が
ら
、
質
耐
開
L

に
ほ
濁
占
的
役
割
を
果
し
て
い
る
正
論
難
し

て
い
る
(
勺

2
1
3
)。

第
七
十
六
告
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三
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保
守
的
反
淘
占
理
論
に
封
ず
る
小
論

主

第
凶
部
は
問
題
解
決
の
方
向
を
指
す
も
の
と
し
で
、
社
曾
思
想
と
社
曾

環
境
と
の
問
剛
山
富
一
性
を
分
析
し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
前
迭
に
濁
す
る
希
望
の
光

を
探
さ
ん
止
し
て
い
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
自
由
競
争
主
的
拙
と
せ
る
米
閣
に
お
い
て
濁
占
が
隠
蔽

す
べ
か
ら
ざ
る
耳
宣
で
あ
る
こ
と
は
、
閥
民
の
意
志
に
反
し
た
皮
肉
な
現

象
で
あ
る
。
す
で
に
「
我
々
の
経
済
生
活
の
見
f

盛
者
と
し
亡
の
競
争

は
姐
去
の
司
憶
と
な
っ
て
来
た
」
(
℃

H
2
1巴
凶
)
。
し
か
し
祉
曾
的
蹄
一
曹

の
方
法
は
モ
の
閣
の
欣
踏
に
お
い
て
具
る
も
の
で
あ
る
。
米
関
心
如
き
思

ま
れ
た
環
境
に
お
い
て
は
念
盤
的
改
革
は
敬
遡
き
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
如
く
一
般
意
志
に
劃
す
る
強
い
陣
元
の
反
作
用
と
し
て
力
に
よ

る
解
決
i
社
曾
ヰ
命
が
惹
起
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

米
園
忙
お
い
て
は
閤
民
の
意
志
は
常
に
民
主
的
規
定
に
従
レ
、
法
律
を

通
じ
て
表
は
さ
れ
、
平
和
的
に
撞
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
反
批
曾
的
勢

力
社
曾
草
命
を
お
こ
な
は
ん
と
す
る
は
法
律
忙
よ
り
禁
ぜ
ら
れ
て
い

る。
マ
ル
キ
シ
ス
ム
は
へ
聞
社
曾
に
お
け
る
草
命
の
不
可
避
性
合
説
く
が
、

米
間
の
恵
ま
れ
た
環
境
に
お
い
て
は
国
民
の
意
志
を
陸
迫
ず
る
必
要
は
存

在
し
な
い
も
の
で
あ
る
@
L
か
し
経
済
不
況
は
闘
民
を
し
て
革
命
的
地
盤

た
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
的
自
由
は
常
に
紹
済
的
要
求
が
充
さ
れ

る
と
と
な
く
L
て
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
猶

第
七
十
六
巻

一
七

O

第

誼

四
0 

占
に
罰
す
る
統
制
は
経
樹
制
度
を
図
民
の
社
曾
理
想
に
役
立
た
せ
る
べ
〈

基
礎
r

つ
け
る
こ
と
で
あ
り
な

5
∞
)
、
そ
れ
は
ユ
1
ト
ピ

T
K
も
マ
ル
キ

シ
ス
ム
と
も
異
る
も
の
で
あ
る
な
'
E
C
)
。
か
く
し
て
自
然
法
則
を
人
間

定
士
山
に
よ
り
利
用
叶
る
如
く
、
社
曾
の
援
戻
を
社
曾
全
般
の
意
志
に
よ
り

統
御
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
宿
命
論
は
肺
話
と
な
る
で
あ
ろ
う
守
口
色
。

経
済
と
政
治
の
関
係
を
み
る
と
き
、
そ
れ
は
密
接
不
離
な
も
の
で
あ

る
。
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
政
治
的
平
等
と
同
様
に
、
民
家
の
組
済
的
機
曾

に
叫
到
す
ゐ
樺
利
も
含
む
も
の
で
あ
る
」
合
同
民
)
。
し
た
が
っ
て
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
り
中
に
は
民
乗
の
耐
祉
は
模
利
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
“

政
治
的
平
等
は
纏
済
的
平
等
1
自
由
の
中
に
具
現
し
て
い
る
、
即
ち

自
由
企
業
の
中
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
デ
モ
グ
ラ
シ

ー
に
お
け
る
餌
済
的
役
割
を
過
少
軒
両
国
し
、
餌
済
的
問
題
か
ら
目
を
そ
ら

す
の
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
か
く
し
て
濁
占
は
単
に
経
済
的
不
平
等
を

葬
ら
す
の
み
で
な
く
‘
政
治
的
不
平
等
に
透
き
、
還
に
は
社
曾
主
義
へ
の

沼
を
歩
ま
し
め
る
も
の
で
あ
る
(
?
ロ
サ
ム
凶
α)
。

米
国
の
デ
モ
グ
ラ
シ
ー
の
考
え
か
ら
す
れ
ば
、
政
府
の
活
動
は
園
民
の

窯
士
山
に
よ
り
お
こ
な
は
れ
、
悶
民
自
意
志
は
祉
曾
関
係
に
よ
り
決
定
せ
ら

れ
る
、
し
た
が
っ
て
民
主
々
義
は
園
民
の
一
一
暗
証
左
同
駕
義
で
あ
る
ロ
反
濁

占
措
置
た
る
反
ト
ラ
不
ト
立
法
は
園
民
の
窯
志
を
表
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
現
存
の
財
の
私
有
制
度
が
思
い
の
で
な
く
、
そ
の
利
闘
方

法
如
何
が
問
題
で
あ
り
、
反
ト
フ
ス
ト
立
法
は
個
人
的
利
益
の
抽
出
求
が
社

舎
一
描
一
祉
と
一
致
す
る
が
如
く
運
用
さ
判
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
で
い
る
の
で



あ
る
(
司
百
円
)
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
反
猫
占
針
僚
は
糧
々
な
俄
陪
に
よ

り
必
ず
し
も
双
果
的
で
は
な
い
が
湖
戎
故
田
市
を
恐
げ
亡
い
る
。

長
後
に
彼
の
い
う
「
祉
曾
環
墳
の
基
盤
の
上
に
、
歴
史
的
劉
貼
よ
り
す

る
問
魁
の
解
決
方
法
」
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

伎
に
よ
れ
ば
経
済
集
中
は
「
経
済
的
自
由
の
惇
統
的
批
念
の
死
」
と
同

意
義
で
あ
り
、
反
ト
ア
ス
ド
立
法
に
代
ゐ
の
は
、
調
占
師
回
債
の
支
毘
か
、

生
差
・
好
国
の
社
曾
化
の
二
者
の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
英
閣
に
お
い
て
み

る
が
如
〈
、
前
者
は
必
然
的
に
後
者
へ
導
く
も
の
で
あ
る
。

経
済
的
不
均
衡
を
是
正
す
る
仙
の
手
段
糖
質
計
査
も
濁
裁
制
に
謹

く
も
の
で
あ
る
(
司
区
む
)
。

米
圏
内
停
統
L
L
祉
曾
主
義
の
根
末
的
相
異
黙
は
、
個
人
主
義
に
劃
す
る

考
え
の
相
蓮
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
e

聞
も
、
耐
品
目
、
主
義
は
個
人
を
全

陸
に
従
属
せ
し
め
る
が
、
米
閣
の
吐
曾
昔
堕
は
個
人
利
盆
と
社
曾
利
益
と

を
均
衡
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
、
調
占
は
個
人
主

義
に
立
脚
し
な
が
ら
個
人
主
義
を
破
壊
し
つ
つ
あ
り
明
か
に
米
閣
の
倖
統

に
反
す
る
が
、
米
関
内
で
反
ト
ラ
ス
ト
の
気
運
は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
米
閣
の
祉
曾
的
傾
向
と
因
果
律
の
法
則
を
み
る
と
「
米
関
世

曾
に
お
い
て
晴
樹
し
て
い
て
い
る
計
曾
的
傾
向
の
主
要
な
性
絡
は
、
米
図

々
民
を
じ
て
、
枇
曾
遊
畏
泊
涯
の
偉
統
的
ア
メ
リ
カ
概
念
に
よ
り
形
成
さ

れ
た
古
向
へ
因
果
法
則
を
向
一
げ
し
な
る
一
}
と
に
よ
り
、
得
、
等
の
噴
出
品
へ
設

県
を
及
ぼ
寸
J

崎
市
聞
を
増
加
せ
し
め
て
い
る
」
(
ヲ
ロ
也
、
し
た
が
っ
て
米
国

に
お
い
て
は
ロ
シ
ヤ
の
如
く
国
家
の
強
制
に
よ
り
因
果
律
が
遂
行
さ
れ
る

保
守
的
反
凋
占
理
論
に
針
ナ
る
小
前

の
と
反
釘
で
あ
る
a

米
国
に
お
い
て
は
た
と
へ
一
時
的
停
滞
中
、
逆
行
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
民
主
的
制
度
を
通
じ
て
や
が
て
遂
作
せ
ら
れ
る
。
ま

た
献
宣
一
順
祉
の
達
成
を
、
社
曾
主
義
で
は
経
済
手
段
の
関
有
刊
を
も
っ
て

お
こ
な
い
、
資
木
主
義
で
は
経
済
的
自
由
の
方
法
に
よ
っ
て
行
ふ
と
い
う

相
逗
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
祉
曾
稲
祉
が
伺
人
と
社
舎
の
い
つ
れ
を
主
障

と
す
る
か
に
根
本
的
相
湛
が
存
在
す
る
の
で
あ
る

(
P
H忠)。

反
ト
ラ
ス
ト
立
洪
が
首
面
す
る
最
大
の
妨
害
者
は
、
組
副
開
カ
集
中
の
必

然
性
理
論
で
あ
る
が
、
こ
の
理
論
は
必
ず
し
も

E
し
い
も
の
で
は
な
い
。

反
針
に
技
術
の
設
展
が
企
業
大
規
模
生
産
よ
り
小
規
模
生
産
へ
移
行
せ
し

め
つ
つ
あ
る
欣
態
で
あ
り
、
大
規
模
生
産
は
紳
話
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し

集
中
度
の
高
い
産
業
に
お
い
て
は
や
は
り
強
力
な
統
制
に
よ
っ
て
悶
民
の

利
益
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
守
区
間
)
ロ

ま
た
米
閣
に
お
い
て
は
敬
果
的
な
競
挙
企
業
の
震
度
は
西
部
の
如
き
土

地
を
考
え
れ
ば
援
護
の
歓
地
が
存
在
す
る
。

L
か
し
濁
占
が
、
や
は
り
妨

害
者
k
し
て
現
わ
れ
る
。

か
く
の
如
く
い
か
な
る
可
能
性
が
あ
っ
て
も
濁
占
の
問
題
が
不
可
避
的

に
前
出
と
し
て
討
議
上
に
登
っ
て
来
る
。
こ
の
問
題
を
解
、
同
特
凪
以
ヒ
、

す
べ
て
の
問
国
は
解
決
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
立
法
は
、
社
合
草
命
に
よ
ら
ず
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ー
も
し
政
府
が
こ
の
統
制
刀
を

弱
め
れ
ば
自
由
萌
守
は
柏
戸
入
十
る
で
あ
ろ
う
。
法
律
の
み
が
民
三
々
一
一
需
に

お
け
る
社
曾
競
境
の
窓
識
的
統
制
手
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
民

第
七
十
六
容

ー七

四

第
三
撹



保
守
的
反
濁
占
理
請
に
封
ず
る
小
論

と

第
三
競

第
七
十
六
巻

ト
ラ
ス
ト
立
法
の
張
伯
の
み
が
、
反
壮
曾
的
勢
力
を
陸
服
せ
し
め
る
力
で

あ
る
守
百
寸
)
こ
と
を
認
設
す
べ
き
で
あ
る
3

社
曾
的
傾
向
の
持
積
力
の
評
慣
は
国
維
で
あ
る
。
社
曾
的
傾
向
け
新
し

い
力
と
古
い
力
無
用
な
も
の
の
延
命
と
経
済
関
係
を
、
獲
化
し
た
客
観

朕
勢
に
調
和
世
し
め
る
の
二
つ
の
勢
力
の
闘
昏
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の

闘
手
は
法
律
を
涌
じ
て
表
は
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
「
こ
の
法
律
の
強
さ
主

持
療
ガ
は
弐
の
三
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
保
詮
せ
ら
れ
る
も
の

E
思
は
れ

る
e

即
ち
、
け
我
々
の
自
由
の
俸
統
的
情
酔
、

A
H
米
関
民
の
三
十
年
代
の

不
況
の
未
練
的
記
憶
、
的
経
済
と
我
々
の
生
活
様
式
の
概
念
に
針
寸
る
敵

針
的
な
、
そ
し
て
、
地
上
の
大
部
分
の
人
口
を
接
合
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の

祉
曾
的
、
鰹
協
同
的
罰
論
の
兆
候
に
よ
っ
て
で
あ
る
」
(
司
区
ご
。

ム7
や
臨
時
品
干
の
開
始
E
共
に
、
米
園
民
は
宿
命
的
待
勤
に
針
決
し
て
い
る

が
、
我
々
の
経
済
分
野
に
お
い
て
は
、
我
々
の
惇
統
的
理
想
と
、
我
々
の

由
緒
あ
る
生
活
様
式
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

か
く
の
如
く
、
彼
に
土
れ
ば
、
宿
命
論
は
決
し
て
否
定
し
な
い
が
、
そ

れ
は
米
閣
の
環
境
に
組
問
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
米
閣
の

俸
統
た
る
自
由
経
済
を
守
ら
ん
と
す
る
閤
民
の
意
志
を
、
民
王
的
山
刀
法

法
律
を
週
じ
ー
に
よ
り
遜
押
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
医
九
閏
由
経
済
を

護
る
を
弱
め
れ
ば
、
米
園
の
悼
統
は
危
機
に
頻
ず
る
混
合
に
あ
る
と
、

反
ト
ラ
ス
ト
立
法
の
必
事
τ怯
を
強
調
す
る
の
み
で
あ
り
、
我
々
の
期
待
せ

る
特
別
に
新
し
い
庖
方
筆
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

一」

ノ、

四

以
上
の
如
き
彼
の
論
旨
に
い
か
な
る
評
健
か
呉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

品

μ

彼
の
世
曾
思
裂
に
劃
す
る
考
抗
日
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
批
剣
は
、
決
し
て
銃

い
も
の
で
も
新
し
い
も
の
で
も
な
い
。
潤
占
の
寅
態
論
に
つ
い
て
も
車
知

の
事
寅
と
保
守
波
の
公
式
論
り
城
を
院
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
特
徴
的
な
部
分
と
、
我
々
が
興
味
を
抱
く
部
分
は
、
お
そ
ら
く

第
二
、
四
部
で
あ
り
、
著
4
4
の
論
官
の
童
織
も
ま
た
こ
こ
に
置
か
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
ロ
し
か
し
、
こ
の
論
旨
も
決
し
て
我
々
を
納
得
せ
し
め
る
も

り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
彼
が
こ
の
著
書
に
お
い
て
煮
聞
せ
る
汗
務
は
な
ん
で
あ
ろ

ラ
カ
。勿
論
、
こ
れ
は
私
の
推
測
の
城
h
k
出
な
い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
彼
と

し
て
は
、
潟
占
の
脅
威
の
前
に
立
つ
米
閤
民
が
、
偉
大
な
過
去
の
歴
由
民
を

緒
き
、
そ
こ
か
ら
精
紳
的
支
柱
を
得
て
、
再
び
輝
か
し
き
日
へ
の
復
節
の

努
力
を
振
い
興
さ
せ
ん
と
す
る
の
で
は
な
レ
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
故
に
こ

そ
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
淵
源
を
君
ね
、
限
り
な
く
そ
の
美
し
さ
を
彩
色

讃
美
し
、
繋
柴
の
司
の
記
憶
を
掻
き
た
て
る
こ
と
に
上
り
、
奪
い
去
ら
れ

る
も
の
へ
の
警
錨
を
凱
打
し
て
い
る
の
で
あ
ら
う
。

し
か
し
磁
念
な
こ
と
に
は
、
伎
は
社
曾
護
俣
の
要
因
を
複
雑
な
混
合
要

因
で
あ
る
と
み
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
複
雑
さ
に
幻
惑
さ
れ
、
社
曾
に
丙



記
す
る
法
則
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
反
衛
内
針
策
と
し
て
は
反

ト
ラ
ス
ト
立
法
の
強
犯
を
主
張
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
に
極
ぎ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
彼
の
描
く
理
想
闘
が
具
盤
的
に
い
か
な
る
方
法
に
よ
り
達
成
さ

れ
る
か
は
一
目
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ょ
に
J

な
内
容
を
持
つ
彼
の
著
書
に
潤
し
て
、
後
に
一
訴
す
、
モ
の
非

論
理
性
の
故
に
摩
術
的
に
も
一
般
書
と
し
て
も
高
レ
許
慣
を
嗣
問
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
著
書
が
、
米
閏
思
想
界
小
市
民
的

に
根
強
〈
残
存
す
る
俸
統
的
保
守
主
義
の
一
国
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、

y
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
強
調
に
よ
る
反
濁
占
、
反
吐
曾
主
義
敬
科
書
の
一
つ
と

み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
な
り
に
一
讃
の
債
備
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

勿
論
本
著
書
の
論
肯
を
も
っ
て
保
守
的
反
濁
占
論
の
典
型
で
あ
る
と
す

る
こ
と
は
無
謀
で
あ
る
と
し
て
も
、
木
著
書
は
比
較
的
忠
宜
に
一
般
の
保

守
的
思
想
主
表
は
し
て
い
る
と
思
は
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
故
に
こ
そ
木
著

書
は
理
論
の
銃
き
も
、
新
し
さ
も
含
ま
な
い
通
俗
的
な
最
大
公
約
数
的
な

も
の
で
あ
り
、
反
猫
占
、
反
社
曾
王
義
教
科
書
と
し
て
の
役
割
を
充
分
に

果
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
一
般
に
保
守
波
の
反
濁
占
論
が
阻
前
構
成
に
い
か
な
る
矛
百

を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
彼
の
著
書
か
ら
次
の
四
輪
を
指
摘
で
き

るロ一
、
保
守
的
反
淘
占
論
者
濯
は
自
白
煙
湾
吉
社
合
、
怨
慣
に
調
和
と
明
白
展

を
腎
ら
す
も
の
と
し
て
讃
美
L
、
沼
下
口
を
そ
の
破
壊
者
で
あ
る
と
す
る
。

L
か
し
、
猫
占
程
掛
は
自
由
主
義
縫
済
の
必
然
的
建
物
で
あ
る
こ
と
を
考

保
守
的
反
調
占
理
論
に
封
ず
る
よ
川
論

え
れ
ば
、
そ
の
設
生
基
盤
た
る
自
由
主
義
経
済
を
不
問
に
付
し
、
結
果
の

み
を
室
長
凶
と
闘
す
る
の
は
本
末
轄
倒
し
て
い
な
い
か
。
も
し
濁
占
罷
携
が

刑
曾
妥
辰
の
必
然
的
段
階
で
あ
る
と
い
う
論
旨
を
徹
底
す
れ
ば
人
聞
の

「
能
動
的
思
殻
」
に
よ
り
副
曾
援
展
の
経
路
を
説
明
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
り
、
自
由
主
義
鰹
済
へ
の
復
簡
を
主
張
す
る
こ
と
自
障
が
ナ
ジ
セ
ン

ス
で
あ
る
。
本
著
書
の
最
大
の
候
陥
も
こ
の
馳
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

二
、
彼
等
は
自
由
経
漕
思
想
聖
武
績
的
な
安
営
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
主

張
す
る
。
彼
等
は
祉
曾
思
想
が
一
世
曾
経
済
の
護
物
で
あ
る
こ
と
を
認
識
せ

ず
、
遣
に
吐
曾
相
官
情
的
事
賓
が
副
市
問
恩
相
川
の
建
物
で
あ
る
か
の
如
く
考
え

て
い
る
D
L
た
が
っ
て
彼
等
は
社
曾
思
惣
を
同
盟
他
さ
せ
る
こ
主
に
よ
り
世

脅
経
済
的
法
則
を
人
聞
の
能
動
的
煮
士

brよ
り
自
由
に
す
る
こ
と
の
可
能

性
を
情
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に
原
因
と
結
果
を
博
倒
し
て
考
え
て

い
る
a

木
者
岩
が
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
形
成
に
お
け
る
環
境
の
内
用
を
重
要

視
し
た
こ
と
、
及
び
、
ユ
1
ト
ヒ
ア
シ
円
一
非
料
開
申
性
を
指
摘
し
た
論
理
と

明
か
に
矛
盾
し
て
い
る
。

三
、
彼
等
の
理
論
は
事
賓
の
理
論
的
究
明
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
な
く
、

自
由
主
義
組
済
は
過
去
に
お
い
て
社
曾
援
展
の
た
め
巳
有
数
に
働
き
将
来

に
お
い
て
も
同
様
に
作
用
す
る
と
い
う
前
提
の
下
に
主
劃
的
慎
値
判
断
か

ら
出
援
し
た
も
の
で
あ
る
。

彼
等
の
、
七
一
倒
的
慣
値
判
断
と
は
自
由
主
義
組
携
を
絹
針
的
不
癒
な
社
曾

思
想
、
と
し
亡
、
正
常
覗
す
る
こ
と
で
あ
り
、
理
論
構
成
を
そ
こ
か
ら
出
援

第
七
十
六
巻
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四

第
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保
守
的
反
摘
占
理
論
に
針
寸
る
小
論

せ
し
め
て
い
る
こ
主
で
あ
る
。

ヲ
に
と
え
は
著
者
自
理
論
が
戎
の
如
く
形
成
さ
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
な

こ
L

乙
古
物
語
っ
て
い
る
。

米
国
は
自
由
企
業
に
よ
り
箆
津
L
、
自
由
企
業
精
神
は
民
社
曾
王
義
的

で
あ
る
↓
自
由
企
業
の
ゆ
え
に
祉
曾
主
義
を
否
定
L
て
自
由
企
業
時
紳
を

諮
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

か
く
し
て
彼
の
理
論
か
ら
は
、
米
閣
の
溌
戻
は
閏
由
企
業
に
よ
っ
て
お

こ
な
わ
れ
た
か
ら
、
米
閣
の
今
後
の
護
肢
の
た
め

r
は
自
由
企
業
を
保
持

す
る
こ
之
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
な
る
の
で
あ
る
。

四
、
調
占
経
済
と
は
耐
曾
経
済
全
機
構
の
問
題
で
あ
り
、
調
占
経
済
の
害

悪
を
排
除
す
る
た
め
に
は
資
本
主
義
社
官
経
済
全
般
の
再
編
成
を
必
要
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
資
事
主
義
経
済
の
根
底
に
斧
鋭

を
加
え
て
始
め
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
漏
占
極
端
阿
が
計
舎
の

必
然
的
妥
艮
版
階
で
あ
る
と
の
認
識
に
た
て
ば
、
自
由
主
義
の
長
所
を
残

し
な
が
ら
、
濁
占
躍
掛
の
害
惑
を
排
除
す
る
こ
と
が
ボ
可
能
で
あ
る
こ
と

は
由
明
の
理
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
の
主
張
す
る
が
如
き
獅
占
経
済

に
到
す
る
統
制
の
担
佑
も
狙
占
極
慣
を
究
極
的
に
排
除
寸
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
問
自
主
義
経
済
へ
の
復
闘
が
幻
想
に
逼

r一
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
営
然
で
あ
る
。

勿
論
、
多
く
の
著
書
の
中
に
は
想
論
の
進
出
方
も
、
童
黙
の
置
き
所
も

本
著
書
と
遣
う
と
は
い
え
、
彼
等
の
理
論
が
非
論
理
的
非
科
恩
的
で
あ

り
、
前
に
挙
げ
た
如
き
紋
陥
を
多
か
れ
少
な
か
れ
含
ん
で
い
る
こ
と
に
鑑

串
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か
つ
亡
の
自
由
主
義
経
椅
の
繁
後
宮
知
る
も
の
に
と
っ
て
、
現
在
の
濁

占
飽
慣
の
進
行
は
、
愛
す
る
も
の
が
奈
落
の
底
へ
落
、
ち
て
ゆ
〈
の
を
開
き

る
感
が
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
世
曾
設
展
の
必
然
的
段
階
で

あ
る
限
り
、
こ
の
土
う
な
事
態
に
い
か
程
悲
し
み
の
酵
を
も
ら
し
た
と
し

て
も
、
か
つ
て
の
白
田
中
主
義
麗
済
を
呼
び
闘
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ

う。
米
関
に
お
い
て
は
、
一
連
の
反
ト
ヲ
ス
f
針
策
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
宣

教
甚
だ
疑
は
し
く
、
か
七
つ
て
濁
占
化
の
傾
向
は
強
力
に
進
行
し
て
い
る

k
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
に
加
え
、
「
不
況
よ
り
斡
手
を
」
の
言
或

に
端
的
に
表
は
さ
れ
る
如
く
、
狗
占
資
木
主
演
経
済
が
軍
需
景
気
に
よ
り

辛
く
も
命
脈
を
保
っ
て
い
る
と
い
は
れ
る
現
在
、
著
者
を
含
め
た
反
腐
占

主
義
は
客
観
的
に
い
か
な
る
社
曾
的
役
割
を
果
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

本
若
苦
の
問
き
保
守
的
反
濁
占
論
の
主
要
な
支
持
者
は
、
か
つ
て
自
由

解
説
の
中
に
そ
の
弊
捺
の
時
を
過
し
、
現
在
猫
占
経
済
の
濯
仔
の
中
に
あ

っ
て
没
落
雌
程
に
あ
り
な
が
ら
も
、
な
を
軍
需
鰹
演
の
余
悪
を
蒙
る
可
能

性
を
洩
L
、
自
己
の
運
命
を
資
本
主
義
経
溜
存
績
に
托
し
て
い
る
小
市
民

陪
献
で
あ
ろ
う
。

彼
等
は
米
国
の
歴
史
的
、
副
官
的
特
殊
性
の
A
F
え
に
、
他
園
に
お
け
る

小
市
民
の
如
く
政
治
的
に
尖
鋭
化
す
る
こ
と
な
く
、
資
本
主
義
経
慣
の
矛



官
の
非
頴
在
佑
の
ゆ
え
に
そ
の
危
険
を
知
覧
ず
る
ミ
と
な
く
、
な
お
資
一
京

主
義
に
自
己
の
批
評
柴
の
涯
を
求
め
で
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
彼
等
は
営
団
の
敵
謝
者
で
あ
る
猫
市
安
本
に
濁
し
て
は

限
り
な
肴
惜
恕
を
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
ょ
に
資
本
主
義
の
敵
針
者
た

る
一
世
曾
中
義
に
情
感
心
を
抱
い
て
い
る
り
で
あ
る
。

彼
等
の
多
く
は
、
著
者
に
も
見
ら
れ
る
が
如
く
、
濁
占
鰹
湾
は
耐
曾
主

義
へ
の
道
で
あ
る
が
故
に
、
濁
占
に
反
到
す
る
の
で
あ
り
、
自
由
主
義
へ

の
復
蹄
ケ
希
藍
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
宜
に
お
い
て
彼
等
の
意
圃

す
る
反
猫
占
針
策
が
致
を
表
し
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
前
に
開
か
れ
た

道
は
調
よ
門
溜
済
か
ら
祉
曾
主
義
へ
の
遁
か
、
或
は
向
白
主
義
理
問
か
で
な

く
、
猫
ト
門
経
済
か
、
或
は
祉
曾
主
設
経
済
か
の
い
ず
つ
れ
を
揮
ぷ
か
二
者
揮

一
の
道
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

反
調
ト
円
論
者
達
は
資
木
工
事
唱
を
宣
す
る
余
り
、
祉
曾
主
義
に
劉
L
全
面

的
反
劉
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
等
が
反
社
曾
主
義
的
態
度
に
徹

す
れ
ば
徹
す
る
税
、
彼
等
は
そ
の
主
瓢
的
煮
固
と
反
針
に
、
常
面
の
敵
針

者
で
あ
る
狙
占
総
所
擁
護
に
堕
し
て
し
ま
う
と
い
ろ
危
険
な
立
場
に
あ
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

勿
論
、
反
卜
ラ
ス
1
針
策
が
必
ず
し
も
無
意
味
で
あ
り
、
非
数
果
的
で

あ
る
と
断
ず
る
こ

k
は
で
き
な
い
。
ま
た
濁
占
進
行
の
事
宜
も
、
盟
に
政

治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
で
な
く
客
観
的
な
注
意
深
い
資
料
分
析
に
よ
る
検

詮
り
後
に
削
判
定
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
反
調
占
論
者
謹
の
意
闘
が

必
ず
し
も
無
款
に
}
泣
い
と
軽
々
し
く
謹
断
す
る
が
如
き
は
避
け
な
け
れ
ば

保
守
的
反
凋
占
担
論
に
針
す
る
小
論

な
ら
な
い
こ
と
は
蛍
然
で
あ
る
。

し
か
し
反
喝
占
論
者
淫
の
一
理
一
加
が
非
科
磨
的
で
あ
り
、
情
口
的
で
あ
れ

ば
め
る
程
、
濁
占
支
配
者
謹
は
、
反
狽
占
論
者
謹
の
、
?
相
判
的
苦
闘
と
は
別

箇
に
、
こ
の
理
論
を
白
己
の
濁
占
解
潜
探
謹
の
た
め
に
利
用
す
る
可
能
性

が
存
在

T
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
穿
っ
た
考
え
か
ら

す
れ
ば
一
遁
の
反
ト
ラ
ス
ト
針
策
も
獄
占
経
慣
の
統
制
を
表
面
に
掲
げ
な

が
ら
、
宣
費
刑
に
は
弱
点
評
済
の
ふ
門
法
的
温
存
策
で
あ
る
と
も
推
論
す
る

こ
と
が
で
き
h
o
ま
た
事
賓
こ
の
よ
う
な
可
能
性
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
と
あ
ろ
う
。

私
は
保
守
的
皮
濁
占
論
者
謹
が
論
理
に
お
い
て
矛
庶
L
、
幾
多
の
誤
謬

の
巾
に
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
等
の
育
園
す
る
庖
が
、
車
に
奪
い
去
ら
れ
ゆ

く
も
の
へ
の
警
鐘
、
去
り
ゆ
く
も
の
へ
の
哀
悼
の
辞
で
あ
る
と
の
み
受
取

り
た
く
な
い
。
彼
等
の
多
く
は
、
主
翻
的
に
は
、
小
市
民
階
層
が
か
つ
て

の
閏
白
経
済
の
時
代
に
自
由
と
創
意
の
中
に
調
和
あ
る
社
脅
か
形
戒
し
な

が
ら
、
や
が
て
そ
の
吐
曾
が
濁
占
資
木
の
毒
牙
に
尉
さ
れ
て
ゆ
く
事
貨
を

み
て
、
濁
占
資
木
こ
そ
彼
等
の
敵
で
あ
る
と
憎
悪
に
燃
え
、
小
市
民
階
層

擁
護
へ
の
論
陣
を
張
っ
て
い
る
の
で
あ
る
ロ
し
か
し
、
私
は
保
守
的
反
濁

占
論
者
連
の
陰
り
に
も
、
除
り
に
も
非
科
閣
間
的
な
、
精
神
主
義
的
論
珂
に

封
L
、
か
か
る
現
論
的
武
器
が
現
在
の
強
力
な
悶
占
資
本
主
義
に
罰
し

て
、
賓
際
、
幾
何
の
反
抗
を
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
ぬ
ぐ

い
去
る
こ
と
は
で
舎
な
い
の
で
あ
る
。

も
し
、
彼
等
が
員
に
反
問
占
諭
に
徹
せ
ん
L

乙
す
る
な
ら
ば
彼
等
が
科
摩
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保
守
的
反
凋
占
理
論
に
針
ず
る
小
論

的
理
論
の
下
に
、
討
曾
的
法
則
性
を
探
密
L
、
そ
こ
か
ら
自
己
の
救
い
の

遁
を
見
出
さ
な
い
限
り
、
彼
等
の
省
顧
的
な
祉
曾
的
役
割
は
、
そ
の
主
嗣
倒

的
意
固
と
反
割
に
、
調
占
支
配
岩
山
還
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
を
大
き
く
残

し
て
い
る
に
温
ぎ
な
い
、
と
私
は
警
錯
か
な
ら
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。

註

ω
野
働
研
究
曾
著
「
現
代
の
調
高
脊
本
」

古
賀
英
世
著
「
支
配
集
中
論
」

持
図
書
と
し
て
越
後
和
典
氏
は
『
反
ト
ラ
ス
}
政
策
と
「
保
理
の
原

執

筆

者

紹

介

波

宣

平

京
都
大
畢
教
授

京
都
大
串
助
教
授

佐

江

英

摺

柴

賦

京
都
大
亭
大
同
学
院
聞
宇
品

育

淳

武

夫

暢

京
都
大
串
大
串
院
畢
生

第
七
十
六
巻

一
七
六

四
六

事
三
披

別
」
』
組
持
論
議
可
山
中
陀
つ
ぎ
の
書
を
代
表
作
と
し
て
翠
げ
て

い
る
。

巨
『
。
E
2
・
叶
F
0
4自
民

可

E
E何
回
目
子
。

cmル・
H
C
M
H

君
主
ν
目
印
、
同
E
E
E巳
n
o
E
E
E
E
O
D
E島
町
与

-
H
E
Z岳
、
]
む
時

国

ZEM
一
円
以
何
回
)
白
ロ
ロ
向
。
山
門

2回
目
以
降
芹
ち
P

H

U白
品

ω
前
掲
ア
シ
リ
J

、
ク
ロ
ー
ド
i

著
品
費
用

同

W

前
掲
註

ω中
越
後
民
の
諭
丈
に
も
み

ιれ
る
。
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